
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年１月２４日               NO,４６８ 

 

 大東議員は一般質問で、２０１７年以降に横田基地に配備が予定されて

いるＣＶ－２２オスプレイ（写真）の訓練飛行について、国などからの情

報提供の状況と市長の見解について市長に質問しました。 

 国や県からの情報提供について市長は、「新聞報道があってから、県に照

会したが、オスプレイの飛行ルートの情報は、把握できていない」「住民が      

不安を抱くような状況で飛行訓練をおこ  

なうことはあってはならないと考えてい

る」と答えました。 

 オスプレイが沼田市上空に飛来するこ

とについて市長は、「飛んできてもらって

は困る」と答えました。 

 今年、９９歳を迎える人（２５人）と１００歳を迎える人（２５人）、数

え１０１歳以上の人（６０人）に慶祝状等を送る「高齢者慶祝事業」が２

月１８日、おこなわれる予定です。 

 毎年地区別に開かれている敬老会の今年度の参加者は、３，９５４人（４

８．０％）でが、昨年より３８人の減、参加率では１．４㌽の減となりま

したが、参加者数、参加率とも年々減少傾向となっています。 

 高齢者の方々が気軽に、楽しく参加できる敬老会にしていくための検討

が、必要になっているのではないでしょうか。 

 沼田市の新春の風物詩である「だるま市」が１６日、

本町通りを歩行者天国にしておこなわれました。 

 今年は、だるまや軽食の露店などが約４０軒並び、威

勢のいいかけ声に誘わ 

れ、多くの人が福を求 

め、縁起物のだるまを 

買っていきました。 

 午後２時から須賀神 

社では、だるま供養が 

おこなわれました。 
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 ２４日におこなわれる「沼田市上毛かるた大会」の出

場をめざし１７日、沼田地区、利南地区、池田地区、薄       

根地区、白沢町（川田地      

区は１２月、利根町は１  

６日に開催）で地区大会

が開かれました。 

 ２月におこなわれる県

大会の選手が、２４日の

市の大会で決まります。 

    発知神社 

 中発知町の県道沿いに 

ある「発知神社」は、永 

禄（１５５８年～１５６ 

９年）のころ、土地の豪 

族だった木内八右衛門が、 

九州の宇佐八幡宮を分霊 

し、中発知の八幡沢に祀 

ったといわれています。 

 長年にわたって、中発知上組の氏神として篤く尊崇してきま

したが、明治４３年（１９１０）現在の場所へと移し、「発知

神社」となり、中発知町の氏神とすることにしました。 

           永井本家 

 池田地区では大地主のなかに、江戸時代から越後や信州から

酒造師を雇い、酒造をおこ

なっていたようです。 

                 「利根錦」の銘柄で有名

な永井本家は、明治３９年

（１８９３）に長野県上高

井郡からきた永井氏が酒造

業をはじめたと、「池田村

史」に記されています。 

 


